
学
力
向
上
の
推
進
に
向
け
て
、

　
　
　
県
は
具
体
的
に
取
り
組
む

河
野
と
し
の
り
県
議

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県
政
に
関
す
る
世
論
調
査

に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
の
充
実
を
求
め
る
要
望

が
、
毎
年
ほ
ぼ
６
％
か
ら
８
％
あ
り
（
平
成
28

年
は
5.6
％
）
と
高
い
要
望
と
な
っ
て
い
る
。
年
代

別
に
見
ま
す
と
、
子
ど
も
の
教
育
へ
真
剣
に
か
か

わ
る
40
代
の
要
望
で
は
、
特
に
女
性
で
は
、
年
に

よ
っ
て
は
16
％
、
18
％
（
平
成
28
年
は
12.3
％
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
の
充
実
の

中
身
に
お
き
ま
し
て
は
、教
職
員
の
資
質
の
向
上
、

増
員
、
道
徳
や
し
つ
け
の
教
育
の
充
実
、
そ
し
て

学
力
の
向
上
と
続
き
、
学
力
の
向
上
は
、
ほ
ぼ

15
％
前
後
の
要
望
で
続
い
て
い
ま
す
。
私
が
美
浜

区
で
行
っ
て
来
た
県
政
や
市
政
へ
の
要
望
調
査
に

お
い
て
も
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
行
政
改
革
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
、
そ
の
次
に
「
学
力

低
下
を
起
こ
さ
な
い
学
校
教
育
」
と
い
う
要
望
が

続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
県
民
の
強
い
要
望
の
中

で
、
千
葉
県
の
学
力
は
、
文
部
科
学
省
の
平
成

29
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に

よ
れ
ば
、「
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
平
均
正
答
率
」

の
新
聞
記
事
に
も
あ
る
が
、
中
学
生
は
全
教
科

で
全
国
平
均
以
下
、
小
学
生
も
１
科
目
以
外

は
全
国
平
均
以
下
、関
東
で
は
東
京
、神
奈
川
、

埼
玉
の
次
の
４
番
目
の
学
力
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
学
力
の
向
上
は

県
民
の
強
い
願
い
と
思
い
ま
す
が
、

平
成
29
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
お
け
る
千
葉
県
の
課
題

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
内
藤
教
育
長

今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
特
に
算

数
・
数
学
に
課
題
が
あ
り
、
学
力
調
査
問
題
を

領
域
別
に
見
る
と
、小
学
校
で
は「
数
量
関
係
」の
、

中
学
校
で
は
「
関
数
」
や
「
資
料
の
活
用
」
の
平

均
正
答
率
が
特
に
低
い
こ
と
、
ま
た
「
算
数
・
数

学
が
好
き
」
と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
が
少
な

い
な
ど
、
教
科
に
対
す
る
学
習
意
欲
が
低
い
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

対
策
に
つ
い
て
は
、
県
独
自
に
作
成
し
て
い
る

学
習
教
材
や
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
教
育
委
員
会
及

び
各
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
把
握
で
き
る

よ
う
、
県
の
分
析
ツ
ー
ル
を
配
付
し
、
こ
れ
を
活

用
し
た
授
業
改
善
が
進
む
よ
う
、
学
校
訪
問
等
を

通
し
て
指
導
・
助
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

授
業
改
善
の
実
践
例
に
つ
い
て
、
学
力
向
上
交
流

会
等
を
通
し
て
普
及
・
啓
発
を
進
め
る
な
ど
し
て
、

県
内
小
中
学
生
の
学
力
向
上
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
常
に
高
い

成
績
の
県
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
家
庭
で
の
学

習
時
間
が
長
く
、
家
庭
学
習
環
境
が
充
実
し
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
今
は
、
多
く
の
県
が
家
庭
学
習

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
我
が
県
の
県
教

委
に
お
い
て
は
、
家
庭
学
習
の
仕
方
に
つ
い
て
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

ど
の
よ
う
に
対
策
を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

家
庭
学
習
に
関
し
て
は
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

○
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
児
童
生

徒
は
ま
だ
、
全
国
に
比
べ
少
な
い
。

○
家
庭
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
年
々
改
善
さ

れ
て
き
て
い
る
。

○
中
学
校
で
は
、
家
庭
学
習
を
促
す
働
き
か
け
が

千
葉
県
議
会
議
員

河
野
と
し
の
り

こ
う

の

千葉県議会
議員

レポート河野としのりこう　　の

千葉県議会議員 河野としのりの県議会報告

千
葉
県
教
育
委
員
会 
内
藤
教
育
長
と

　
将
来
を
担
う

　
　
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
語
る

新聞各紙で取
り上げられた
本県の学力低
下の記事
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や
や
低
い
。

○
校
内
で
の
教
職
員
の
家
庭
学
習
に
関
す
る
共
通
理
解
は
、
小
中

学
校
と
も
に
不
足
し
て
い
る
。

教
職
員
で
家
庭
学
習
に
つ
い
て
共
通
理
解
が
少
な
い
こ
と
が
一

番
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
計
画
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
し

て
、
校
内
で
共
通
理
解
を
図
る
よ
う
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
家
庭
や
学
校
に

お
い
て
活
用
で
き
る
資
料
等
を
配
信
し
、
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。河

野
と
し
の
り
県
議

具
体
的
に
、
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え

る
取
組
や
教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
る
取
組
な
ど
か
ら
な
る
、
ち

ば
っ
子
「
学
力
向
上
」
総
合
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
学
力
向
上
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
退
職
教
員
等
を
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

県
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
に
派
遣
す
る
ほ
か
、
教
員
の
授

業
力
向
上
の
た
め
に
、
県
内
す
べ
て
の
学
校
で
授
業
を
公
開
し
、

教
員
が
相
互
に
参
観
し
て
、
学
び
合
う
機
会
を
設
け
る
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
授
業
改
善
の

取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
各
学
校
が
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
か
ら
、
自
校
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
把
握
し
課
題
を
分

析
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
県
教
育
委

員
会
で
は
、
毎
年
、
各
事
業
の
実
践
例
や
成
果
を
報
告
す
る
学
力

向
上
交
流
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
機
会
を
生

か
し
て
県
内
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進

河
野
と
し
の
り
県
議

昨
年
10
月
に
第
２
次
千
葉
県
特
別
支
援
教
育
推
進
基

本
計
画
と
、
第
２
次
県
立
特
別
支
援
学
校
整
備
計
画
を

作
り
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
特
別
支
援
教
育
を

推
進
し
て
行
く
計
画
だ
が
、
具
体
的
に
何
に
力
を
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

特
別
支
援
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
、
特
別
支
援
学

校
や
特
別
支
援
学
級
、「
通
級
に
よ
る
指
導
」
と
い
っ
た

多
様
な
学
び
の
場
を
用
意
し
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
一
人

一
人
が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
行

く
事
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
と
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
等
と
の
連
携
を
進
め
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
・
支
援
や
、
障
害
に
応
じ
た

指
導
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
県
内

の
ど
の
地
域
で
も
障
害
の
種
類
に
応
じ
た
専
門
性
の
高

い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
複
数
の
障
害
に
対
応
す

る
総
合
的
な
教
育
機
能
を
有
す
る
特
別
支
援
学
校
を
増

や
す
と
共
に
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
も
拡
大
し
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

総
合
的
な
教
育
機
能
を
有
す
る
特
別
支
援
学
校
と
い

う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

例
え
ば
、
現
在
、
知
的
障
害
だ
け
に
対
応
し
て

い
る
学
校
を
、
知
的
障
害
と
肢
体
不
自
由
、
更

に
知
的
障
害
と
肢
体
不
自
由
と
病
弱
な
ど
と
い

う
よ
う
に
二
つ
以
上
の
障
害
に
対
応
で
き
る
学

校
に
す
る
事
や
、
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
障

害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の「
通
級
に
よ
る
指
導
」

を
展
開
で
き
る
学
校
に
し
て
行
く
も
の
で
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

特
別
支
援
学
校
と
小
・
中
学
校
等
と
の
連
携
や

「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
拡
大
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
を
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

現
在
、
全
て
の
特
別
支
援
学
校
で
、
居
住
地

校
交
流
や
、
近
隣
の
学
校
と
の
学
校
間
交
流
を
実

施
し
、
障
害
の
な
い
児
童
生
徒
等
と
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
等
が
と
も
に
尊
重
し
合
う
心
を
育
め
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
通
級
に
よ

る
指
導
」
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
に

お
け
る
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
障
害
種
な
ど
の

拡
大
を
考
え
て
い
る
他
、
新
た
に
平
成
30
年
度
か

ら
一
部
の
高
等
学
校
に
お
い
て
「
通
級
に
よ
る
指

導
」
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

河
野
と
し
の
り
県
議

特
別
支
援
学
校
の
過
密
に
は
、
具
体
的
に
ど

う
対
応
し
て
行
く
の
で
す
か
。

千
葉
県
教
育
委
員
会 

内
藤
教
育
長

２
次
整
備
計
画
に
お
い
て
、「
県
立
学
校
及
び

市
町
村
立
学
校
の
転
用
可
能
な
校
地
・
校
舎
の

活
用
」「
校
舎
の
増
築
」「
通
学
区
域
の
調
整
」

に
よ
り
ほ
ぼ
７
６
３
人
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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小
中
学
校
の
冷
房
装
置

河
野
と
し
の
り
県
議

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
毎
年
、
温
度
は
上
昇
し
、
今
世
紀
末
に
は

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
平
均
温
度
は
４
・
８
℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
我
が
県
で

も
夏
季
の
温
度
は
高
く
、
風
通
し
も
昔
と
違
っ
て
弱
い
。
多
く
の
県
民
か
ら

「
一
昔
よ
り
夏
は
厳
し
い
暑
さ
で
、
子
ど
も
の
熱
中
症
が
心
配
で
あ
る
」
と

の
声
が
、
年
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
。

実
際
、
東
京
の
日
平
均
気
温
の
月
平
均
値
は
、
１
９
８
０
年
７
月
は

２
３
・
８
℃
、
８
月
は
２
３
・
４
℃
、
２
０
１
０
年
７
月
は
28
℃
、
８
月
は

２
９
・
６
℃
、
２
０
１
７
年
７
月
は
２
７
・
３
℃
、
８
月
は
２
６
・
４
℃
と
過

去
の
気
象
デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
に
温
度
は
上
昇
し
て
い
る
。
学
校
安
全
保

健
法
に
お
け
る
教
室
の
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
お
い
て
も
、
温
度
は
10
℃

以
上
30
℃
以
下
が
望
ま
し
い
と
う
た
わ
れ
、
県
も
今
年
４
月
「
屋
内
授
業

中
で
も
熱
中
症
は
発
生
す
る
の
で
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
留
意
す
る

こ
と
」と
の
通
知
を
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
内
の
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
多
く
の
父
母
が
心
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
体
力

の
な
い
小
中
学
生
の
健
康
管
理
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
空

調
設
備
の
設
置
は
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
県
内
市
町
村
に
お
け
る

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
千
葉
市
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
庁
・
財
政
施
設　
櫻
井
課
長

平
成
29
年
６
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
、
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
４
４
・
５
％
の
設
置
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い
る
の
は
15
市

町
村
で
す
。
一
方
、
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
ま
っ
た
く
設
置
し
て
い
な
い

の
は
13
市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
千
葉
市
に
お
い
て
は
、
小
学
校
で

の
設
置
は
な
く
、
中
学
校
が
保
有
室
数
７
６
３
室
に
対
し
42
室
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
42
室
は
、
全
て
特
別
支
援
学
級
で
す
。
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と
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県
全
体
で
設
置
率
が
５
割
を
切
っ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
よ
う
に
市
町
村

間
で
設
置
状
況
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
、
県
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

教
育
庁
・
財
政
施
設　
櫻
井
課
長

空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、
学
校
設
置
者
が
周
辺
環
境
や
各
教
室
の
利
用

目
的
等
を
総
合
的
に
検
討
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
空
調
設
備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
に
対
し
、
国
庫
補
助

事
業
や
国
の
財
政
措
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
、
周
知
・
助
言
を
す
る
な
ど

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に
対
し
、
市
町
村
が
行
う
整

備
に
必
要
な
国
の
交
付
金
予
算
の
確
保
や
、
国
庫
補
助
事
業
の
拡
充
、
地

方
財
政
措
置
の
充
実
に
つ
い
て
、
今
後
も
市
町
村
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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昨
年
、
総
務
省
が
発
表
し
た
人
口
統
計
に
よ
る

と
、
全
国
の
90
歳
以
上
の
高
齢
者
が
今
年
の
９
月
で

２
０
０
万
人
を
突
破
し
、
ま
た
千
葉
県
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
の
中
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状
の
項
を
見
れ

ば
、
２
０
２
５
年
に
は
75
歳
以
上
の
方
は
１
０
８
万
人
、

さ
ら
に
４
世
帯
に
１
世
帯
は
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
ご
夫
婦
の
み
の
高
齢
世
帯
と
な
り
、
認
知
症
と
な

る
高
齢
者
の
見
込
み
は
13
％
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
年
を
追
う
ご
と
に
80
歳
、
90
歳
の
高
齢
者
が
高
齢

者
福
祉
の
大
き
な
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、 

健
康
づ
く
り
、

在
宅
医
療
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、 

認
知
症
対
策
、
見
守
り
な

ど
、「
健
康
で
生
き
る
高
齢
者
福
祉
」
に
加
え
、
ど
の
よ

う
な
最
期
を
迎
え
る
べ
き
か
、
特
に
一
人
暮
ら
し
や
経
済

的
な
悩
み
の
あ
る
方
は
、
葬
儀
や
納
骨
に
つ
い
て
関
心
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
、
最
期
を
迎
え
る
高

齢
者
の
死
後
の
希
望
す
る
あ
り
方
や
不
安
、
関
心
に
関

す
る
世
論
調
査
を
実
施
し
、
県
行
政
に
反
映
す
べ
き
と

医
療
安
全
安
心
推
進
室
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
副
参
事

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｇ
Ｃ
Ｕ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
手
術
室
に
つ
い
て
環

境
培
養
検
査
を
実
施
し
た
。
36
か
所
の
検
査
を
実
施
し

た
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
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感
染
は
こ
ど
も
病
院
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

が
、
こ
ど
も
は
抵
抗
力
が
な
く
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
感
染
に
つ
い
て
外
部
の
監
査
も
入
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク

体
制
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

医
療
安
全
安
心
推
進
室
長 

井
上
副
参
事

日
本
小
児
総
合
医
療
施
設
協
議
会
（
Ｊ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
）
の
小
児
感
染
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
監
査
が
１２
月
８
日
に
入
っ
た
。
監
査
の
講
評

で
は
、
手
洗
い
回
数
や
長
さ
の
不
足
、
感
染

防
具
（
エ
プ
ロ
ン
や
手
袋
、
マ
ス
ク
な
ど
）
の

脱
着
順
序
の
間
違
い
、
清
潔
と
不
潔
の
動
線
の

考
査
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
病
院
は
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
専
門
家
か
ら
み

千
葉
県
病
院
局
報
告

							










　
　
　
　
　

 （
平
成
29
年
12
月
県
議
会
に
て
）

当
院
に
お
い
て
、
平
成
29
年
11
月
上
旬
に
先
天
性
心
疾
患
の
た
め
心
臓
の
手
術
を
行
っ
た
生
後
１

か
月
未
満
の
男
児
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
後

低
酸
素
血
症
を
併
発
し
同
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
感
染
経
路
の
特
定
及
び
収
束
に

向
け
て
院
内
感
染
対
策
委
員
会
等
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時
期
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
新
生
児
集
中
治

療
室
・
Ｇ
Ｃ
Ｕ
新
生
児
治
療
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
集
中
治
療
室
に
入
室
し
て
い
た
患
児
に
お
い
て
、
４
名
の

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
保
菌
者
と
１
名
の
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
症
者
が
確
認
さ
れ
た
。
今
回
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た

患
児
６
名
は
、
い
ず
れ
も
重
篤
な
疾
患
等
を
有
す
る
児
で
あ
り
、
手
術
や
濃
厚
な
医
療
ケ
ア
を
要
す

る
状
態
で
あ
っ
た
。
６
例
中
５
例
の
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
遺
伝
子
型
を
比
較
す
る
た
め
の
検
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、11
月
30
日
の
検
査
結
果
で
は
、死
亡
し
た
男
児
と
ほ
か
４
名
（
保
菌
者
３
名
、感
染
症
者
１
名
）

の
遺
伝
子
型
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
。

る
と
不
足
な
点
が
見
受
け
ら
れ
、
感
染
対
策
委
員
会
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
感
染
制
御
チ
ー
ム
）
が
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
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病
院
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り

と
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
病
院
局

長
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

矢
島
病
院
局
長

現
場
の
職
員
に
は
、
医
療

安
全
が
第
一
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
。
現
場
も
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
は
い
る
が
、
外
部

の
目
か
ら
み
る
と
不
足
し
て

い
る
部
分
が
あ
り
、
改
善
の

余
地
が
ま
だ
あ
る
。
そ
の
点
を
こ
れ
か
ら
職
員
一
人
一
人

に
丁
寧
に
浸
透
さ
せ
、
徹
底
さ
せ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
方
々
の
不
安
、
関
心
の
調
査
を

今
後
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
!!

　
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
に
お
け
る
院
内
感
染
者
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
県
内
で
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
数

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

滝
川
副
知
事

県
民
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
今

後
、
県
や
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
・
要
望
の
状
況
や
、

課
題
も
含
め
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
事
業
内
容
な
ど
県
内
外

の
自
治
体
の
取
組
状
況
を
十
分
調
査
し
た
上
で
、
県
民

の
意
見
の
把
握
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
県
内
に
お
け
る

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
、
25
万
８
２
５
３
人
で
あ

り
、
10
年
後
の
平
成
37
年
に
は
、
約
32
万
人
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
一
人

お
ひ
と
り
の
「
死
」
に
対
し

て
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
こ

と
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
生

き
方
を
尊
重
す
る
こ
と
と
同

様
に
、
当
然
必
要
な
姿
勢
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
河
野
と
し
の
り
県
議
作
成
に
よ
る
代
表
質
問
か
ら

平
成
30
年
２
月

　
　

県
議
会
に
て

河
野
と
し
の
り
県
議

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
遺
伝
子
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

集
中
治
療
室
で
検
出
さ
れ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
集

中
治
療
室
に
複
数
の
菌
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

集
中
治
療
室
に
つ
い
て
徹
底
的
に
検
査
は
実
施
し
た
の
か
。

予算編集に当たり、高齢者福祉、防災、障害者福祉、医療の充実について、会派を代表して森田知事に要望書を提出する
河野としのり県議

1shot
コラム

河
野
と
し
の
り
県
議
の
議
会
で
の

活
動
を
一
枚
の
写
真
と
と
も
に


